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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月29日(2021.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　霊長類の多能性細胞のインビトロ集団であって、
　以下の工程、
１．出生後の個体の霊長類体細胞に、インビトロで、複数のプラスミドを一時的に導入す
る工程、および
２．工程１で得られた細胞を、多能性細胞の集団が得られる条件の下に、培養する工程、
の方法により産生され、
　前記細胞に一時的に導入された前記複数のプラスミドが、
（１）ｐＥＰ４－Ｅ－Ｏ２Ｓ－Ｅ－Ｔ２Ｋ、ｐＥＰ４－Ｅ－Ｏ２Ｓ－Ｅ－Ｎ２Ｋ、および
ｐＣＥＰ４－Ｍ２Ｌ、
（２）ｐＥＰ４－Ｅ－Ｏ２Ｓ－Ｃ－Ｋ２Ｍ－Ｅ－Ｎ２Ｌ、およびｐＥＰ４－Ｅ－Ｏ２Ｓ－
Ｅ－Ｔ２Ｋ、および
（３）ｐＥＰ４－Ｅ－Ｏ２Ｓ－Ｅ－Ｎ２Ｌ、ｐＥＰ４－Ｅ－Ｏ２Ｓ－Ｅ－Ｔ２Ｋ、および
ｐＥＰ４－Ｅ－Ｏ２Ｓ－Ｅ－Ｍ２Ｋ
（上記配列中、ｐＥＰ４及びｐＣＥＰ４は、プラスミド、Ｅは、ＥＦ１αプロモータ、Ｏ
は、ＯＣＴ４コード領域、Ｓは、ＳＯＸ２コード領域、Ｔは、ＳＶ４０Ｔ抗原コード領域
、Ｎは、ＮＡＮＯＧコード領域、Ｋは、ＫＬＦ４コード領域、Ｍは、ｃ－Ｍｙｃコード領
域、Ｃは、ＣＭＶプロモータ、そしてＬは、ＬＩＮ２８コード領域を意味する。）
からなる群より選択され、
　前記集団中の多能性細胞が、前記細胞に一時的に導入された上記（１）、（２）または
（３）の少なくとも１つに由来する複数のプラスミドを含有し、そして
　産生される霊長類多能性細胞が、前記プラスミドを安定して保持しないことを特徴とす
る霊長類の多能性細胞のインビトロ集団。
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【請求項２】
　前記霊長類体細胞が、ヒト体細胞である、請求項１に記載の霊長類の多能性細胞のイン
ビトロ集団。
【請求項３】
　ＯＣＴ４およびＳＯＸ２が、ヒト由来である、請求項１に記載の霊長類の多能性細胞の
インビトロ集団。
【請求項４】
　ＬＩＮ２８、ＮＡＮＯＧ、ｃ－ＭｙｃおよびＫＬＦ４が、ヒト由来である、請求項１に
記載の霊長類の多能性細胞のインビトロ集団。
【請求項５】
　請求項１に記載の細胞集団および製薬的に許容可能な担体を含むことを特徴とする医薬
組成物。
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